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1. アプリケーションの概要

1.1. アプリケーションについて

『Aziava』は、ソケットインターフェース（TCP/IP）を利用して ACOS 上のファイ
ル管理を行うアプリケーションです。

『Aziava』を利用することにより、Azia’n のデータ管理機能を生かしたファイル管理
作業を PC側で ETOSを起動することなく行うことができます。
また、『Aziava』の最大の特徴として、クライアント端末へのインストール作業の必
要がありません。（但し、ブラウザのインストールが必要です）

1.2. システム構成について

本アプリケーションのシステムは、クライアント端末、Webサーバー、そして ACOS
で構成され、それぞれ以下の図のような仕組みになっています。

1.2.1. クライアント端末
クライアント端末には、Internet Explorer や Netscape Navigator などの Web ブラウ
ザがセットアップされている必要があります。

ブラウザのバージョンによっては、正常に動作しない恐れがありますのでご注意くだ

さい。

1.2.2. Webサーバー
サーバーには、Web サーバーサービスと、Aziava サーバーアプリケーションがイン
ストールされている必要があります。

『Aziava Clientアプレット』は、HTTPプロトコルにより、Webページとしてクライ
アントで実行されます。

『Aziava Server』は、単に ACOS とクライアント端末間の通信の橋渡しをしていま
す。

Web サーバーサービスの動作する環境であれば、Windows95、WindowsNT のいずれ
の OSでも動作します。

クライアント端

末

Webブラウザ

Webサーバー

Aziava Server

Aziava
Client
アプレッ

TCP/IPTCP/IP

ACOS

HTTP
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1.3. 実行環境について

『 Aziava Server』は、Web サーバーサービスがインストールされている
WindowsNT4.0、Windows95で動作します。他の OS環境でご使用をお考えの方は、弊
社までご相談ください。

『Aziava Client』は、WindowsNT、Windows95の Internet Explorer4.01SP1、Intern
et Explorer5.0、Netscape Navigator4.6で動作します。

2. セットアップについて

2.1. Aziavaのセットアップ

『Aziava』のアプリケーション構成は、以下のようになっています。

                       ・ Aziava Client アプレット
  インストール媒体
                       ・ Aziava Server アプリケーション
                         （Java＊実行環境が含まれます）

   
インストール作業は、Webサーバーマシンにて行います。

＊JavaTMは米国　Sun　Microsystems,Inc.の登録商標です。

2.2. Webサーバのセットアップ

クライアント端末から『Aziava Client』を実行させるために、Webサーバーに『Aziava
Client』の実行 html（AziavaClient.html）を登録しなければいけません。

※Web サーバーのセットアップ方法、ならびに諸設定については、Web サーバー付
属のマニュアルを参照してください。
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2.3. インストール手順

手順 1） インストール媒体をセットし、Setup.exeを起動します。

   
 手順２） 起動すると以下のような画面が表示されますので、そのまま［次へ（N）>］ボタン

を選択します。

手順３） 続いて、「インストール先ディレクトリ選択」画面が表示されます。インストール先

を確認して、［次へ（N）>］ボタンを選択します。

ここで、空き容量等の関係でインストール先を変更したい場合は［参照（ R）…］ボ

タンを選択し、インストール先を指定してください。
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手順４） 続いて、「コンポーンネントの選択」画面が表示されます。通常は、全てのコンポー

ネントをチェックして、［次へ（N）>］ボタンを選択します。

手順５）  続いて、「インストールの準備が完了しました。」画面が表示されますので、そのま

ま［次へ（N）>］ボタンを選択します。直後に、インストールが開始されます。

手順６）インストールが正常に終了した場合は、以下のような画面が表示されます。

これで、インストール作業が完了です。［完了］ボタンを押してください。続いて、html
の設定作業に進みます。



6

3. 諸設定

ここでは、インストール後の諸設定作業について説明します。

3.1. ホスト情報の設定

『Aziava』を動作させるためには、ホスト ID、IP アドレス、ポート・ナンバーの設
定が必要です。

まず、インストール先の「．．¥AziavaServer¥AziavaHostInfo.dat」ファイルをメモ帳
などのテキストエディタで開き、以下のようにカンマ区切りフォーマットでホストの情

報を記述します。複数のホスト情報を記述することができます。

例） TEST,157.199.161.200,49160

TEST,157.199.161.200,49160

①ホスト ID

ホスト IDを設定します｡（最大 8バ
イト）

②IPアドレス

ホストの IP アドレスを設定しま
す｡

③ポート・ナンバー

ホストのポート・ナンバーを設定し

ます｡

※カンマと情報の間に、空白（スペース）を入れないようにしてください。

空白が入ると、正しく動作しないので注意が必要です。

① ② ③
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3.2. htmlの設定

『Aziava』を動作させるためには、AziavaClient.htmlの設定が必要です。
インストール先の「．．¥AziavaClient¥AziavaClient.html」ファイルをメモ帳などのテ
キストエディタで開き、＜PARAM＞タグ内に、以下のように設定情報を記述します。
例） <PARAM NAME = "SERVER_IP" VALUE = "157.199.161.120"> …①
    <PARAM NAME = "SERVER_PORT" VALUE = "49160"> …②

　　　<PARAM NAME = "TRM_ID" VALUE = "SAS3"> …③

    <PARAM NAME = "USER_SET" VALUE = "1"> …④

    <PARAM NAME = "HOST_ID" VALUE = "TEST"> …⑤

    <PARAM NAME = "COLOR_GENERAL" VALUE = "#CFCFCF"> …⑥

①Webサーバーの IPアドレス（既定値；“”）

サーバーの IP アドレスを指定しま
す。

②Webサーバーのポート・ナンバー（既定値；”49160”）

サーバーのポート・ナンバーを指定します。

※基本的には変更しないでください。万が一変更する場合は、AziavaServer.bat
の記述を変更する必要があります。

③処理実行端末 ID（既定値；“”）

処理実行端末 ID を指定しま
す。

④ユーザ名、アカウント、パスワード設定 1:有り／0:無しフラグ（既定値；“0”）

1: 起動時にユーザ入力ダイアログを表示します。
0: 起動時にユーザ入力ダイアログを表示ししませ
ん。

⑤ホスト ID（既定値；“”）

ホスト ID を指定しま
す。

⑥アプレットの背景色（既定値；“#CFCFCF”）

アプレットの背景色を 16進数で指定しま
す。

3.3. サーバーアプリケーションの起動用バッチファイルの設定

『Aziava Server』を起動させるために、「AziavaServer.bat」というバッチファイル
が用意されています。このファイルは、インストーラによって自動生成されるので、基

本的には、手を加える必要はありません。
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4. Aziavaの起動方法

『Aziava Client』を利用するには、先に「Aziava Server」を起動しなければなりませ
ん。

ここでは、『Aziava』の起動方法について説明します。

4.1. Aziava Serverの起動方法

［スタート］メニューから［プログラム］－［Aziava］－［AziavaServer］を選択し
ます。

「AziavaServer.bat」というバッチファイルが実行され、「Aziava Server」が起動し
ます。

4.2. Aziava Clientの起動方法

まず、ブラウザを起動します。続いて、「AziavaClient.html」を Web サーバーサービ
スに設定した URLをブラウザで指定します。
例えば、「http://sas-3/azia/」のように URLを指定します。
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5. Aziava Clientの操作方法

ブラウザ上で『Aziava Client』を起動すると、以下のようなメイン画面が表示されま
す。

ここでは、各機能の操作方法について説明します。

5.1. メイン画面

①現在設定されている「ホスト ID」を表示します。

②「宛先加入者」または「発生源加入者」を表示します。

③「ファイル ID」または「帳票 ID」を表示します。

④処理区分を表示します。

⑤データの一覧を表示します。検索画面で、「件数表示」または「バイト数表示」を切り替

えることができます。ファイルデータを指定すると、列が反転し、各制御ボタンが操作

可能になります。

⑥制御ボタンです。「宛先加入者」で検索表示した時は「受信」ボタン、「発生源加入者」

で検索表示した時は「送信」ボタンが表示されます。

⑦操作指示、あるいはエラーメッセージを表示します。

⑧エラーが発生した時に、エラーコードを表示します。

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧
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5.2. 表示機能

［表示］ボタンを押すと、ホストの最新の情報を再表示します。

表示機能は、ホストの情報を現在設定されている検索条件で再表示する機能です。

5.3. 検索機能

［検索］ボタンを押すと、以下のような「検索条件設定」ウインドウが表示されます。

検索条件の設定後、［検索実行］ボタンを押します。メイン画面に検索結果を表示し

ます。

①宛先／発生源加入者の設定

「宛先加入者」、「発生源加入者」のどちらかを選択し、「CD:」に加入者コードを入
力します。

入力された CDのファイル情報のみを一覧に表示します。
「宛先加入者」を指定し検索実行すると、受信機能が実行可能になり、「発生源加入

者」を指定し検索実行すると、送信機能が実行可能になります。

②ファイル ID／帳票 IDの設定
「ファイル ID」、「帳票 ID」、「指定しない」のいずれかを選択し、「ID：」にファイル

ID、または帳票 IDを入力します。
入力された IDの情報のみを表示します。
③処理範囲の設定

「全て」、「未出力のみ」のどちらかを選択します。「未出力のみ」を選択した場合は、

メイン画面の一覧表の［出力状態］項目が、未出力の情報のみを表示します。

④容量表示区分の設定

「件数」、「バイト数」のどちらかを選択します。選択した情報が、メイン画面の一覧

表に表示されます。
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5.4. 詳細機能

一覧表でデータを選択し、［詳細］ボタンを押すと、以下のような「ファイル明細情

報」ウインドウが表示されます。

詳細機能は、一覧表で選択された情報の詳細情報を表示する機能です。

詳細情報ウインドウを終了する時は、［閉じる］ボタンを押します。
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5.5. 受信機能

一覧表でデータを選択し、［受信］ボタンを押すと、以下のような「FTPデータ受信」
ウインドウが表示されます。設定後［実行］ボタンを押します。

受信機能は、一覧表で選択された情報を指定した処理実行端末にファイルとして保存

する機能です。「宛先加入者」検索表示時のみ、実行可能になります。

①処理実行端末の設定

「処理実行端末」に FTPサービスが起動されている端末の端末 IDを設定します。
②ドライブ名の設定

受信先端末のドライブ名を指定します。

③データセット名の設定

受信先端末のパス、ファイル名を指定します。

④出力モードの設定

データファイル受信時のファイル書き出しモードを設定します。

●『上書き』の場合は、すでに存在するファイルに対して上書きモードでデータを書

き込みます。ファイル未存在時はエラーになります。

●『追加』の場合は、すでに存在するファイルに対して追加モードでデータを書き込

みます。ファイル未存在時はエラーになります。

●『作成』の場合は、ファイルが存在すれば出力モードで、ファイルが存在しない場

合は作成して出力モードで書き込みます。

●『追加／出力』の場合は、ファイルが存在すれば追加モードで、ファイルが存在し

なければ作成後、追加モードで書き込みます。

●『未存在時出力』の場合は、ファイルが存在しない場合のみ、作成後、出力モード

で書き込みます。ファイルがすでに存在する時はエラーになります。

⑤ファイル受信後処置の設定

FTPファイル受信時の処理後モードを設定します。
●『何もしない』の場合は、ホスト側でファイル送信後、ファイルは削除しません。

●『出力済みとする』の場合は、ホスト側でファイル送信後、ファイルを削除します。

⑥オプション

オプションを設定します。バイナリデータを受信する時は、「BIN」を設定します。
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5.6. 送信機能

「発生源加入者」検索表示時に［送信］ボタンを押すと、以下のような「FTPデータ
送信」ウインドウが表示されます。設定後［実行］ボタンを押します。

送信機能は、処理実行端末のファイルをホストに保存する機能です。「発生源加入者」

検索表示時のみ、実行可能になります。

①処理実行端末の設定

「処理実行端末」に送信元として、FTP サービスが起動されている端末の端末 ID を
設定します。

②ドライブ名の設定

送信元端末のドライブ名を指定します。

③データセット名の設定

送信元端末のパス、ファイル名を指定します。

④出力モードの設定

データファイル受信時のファイル書き出しモードを設定します。

●『上書き』の場合は、すでに存在するファイルに対して上書きモードでデータを書

き込みます。ファイル未存在時はエラーになります。

●『追加』の場合は、すでに存在するファイルに対して追加モードでデータを書き込

みます。ファイル未存在時はエラーになります。

⑤ファイル送信後処置の設定

FTPファイル送信時の処理後モードを設定します。
●『何もしない』の場合は、ホスト側でファイル受信後、送信元のファイルは削除し

ません。

●『削除する』の場合は、ホスト側でファイル受信後、送信元のファイルを削除しま

す。

⑥オプション

オプションを設定します。バイナリデータを受信する時は、「BIN」を設定します。
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5.7. 印刷機能

一覧表でデータを選択し、［印刷］ボタンを押すと、以下のような「印刷詳細設定」

ウインドウが表示されます。設定後［実行］ボタンを押します。

印刷機能は、一覧表で選択された情報を指定した端末で印刷する機能です。

①処理実行端末 ID
印刷処理を実行する端末 IDを設定します。
②印刷範囲

開始頁と終了頁を設定します。 （空白、または 0 の場合は、全ての頁を印刷しま
す）

③出力優先度

出力優先度を設定します。１（高い） ～ ５（低い）

5.8. 取消機能

一覧表でデータを選択し、［取消］ボタンを押します。

取消機能は、「印刷」などの出力要求をしたデータに対して処理の取消を行う機能で

す。

5.9. 削除機能

一覧表でデータを選択し、［削除］ボタンを押します。

削除機能は、要求の削除を行う機能です。

5.10. 確認機能

一覧表でデータを選択し、［確認］ボタンを押します。

確認機能は、「印刷」で「用紙確認待ち」、または「障害確認待ち」のデータに対して

確認処理を行う機能です。「印刷準備中の場合は、確認の必要はありません。
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5.11. 設定機能

［設定］ボタンを押すと、以下のような「ユーザ情報入力」ウインドウが表示されま

す。

入力後［OK］ボタンを押します。
設定機能は、ユーザ名、アカウント、そしてパスワードを入力設定する機能です。

6. Aziavaの終了方法

ここでは、『Aziava』の終了方法について説明します。

6.1. Aziava Serverの終了方法

『Aziava Server』を終了するには、WindowsNT の場合は［Ctrl］+［Alt］+［Del］
を押し、『タスクマネージャ』を起動します。

「プロセス」タブで「jrew.exe」を選択し、［プロセスの終了］ボタンを押します。

6.2. Aziava Clientの終了方法

『Aziava Client』を終了するには、ブラウザを終了します。
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7. エラーコード一覧

ステータスは以下の表のようになります。 なお、ACOS側での詳細情報の取得はできません。

エラー№ エラー内容

０ 正常終了

-１００ WinSockの初期化に失敗しました。 APを再起動してください

-１０１ ホストとの接続ができません（CONNECT ERROR）

-１０２ ホストとの接続ができません（ACCEPT ERROR）

-１０３ 回線障害の為、データ送信ができません。

-１０４ 回線障害の為、データ受信ができません。

-１０５ ソケットポートのクローズに失敗しました。

-１０６ ACOSから切断要求を受けました

-２００ WinSockの初期化に失敗しました。 APを再起動してください

-２０１ FTPサーバとの接続ができません（FTP CONNECT ERROR）

-２０２ FTPサーバとの接続ができません（FTP ACCEPT ERROR）

-２０３ 回線障害、もしくはオーバーフローの為に、データ送信ができません。

-２０４ 回線障害の為、データ受信ができません。

-２０５ データタイプの指定が違います。

-２０６ ＦＴＰポートのクローズに失敗しました。

-２０７ ＦＴＰデータポートの差区政に失敗しました。

-２０８ ユーザ名、パスワードが不正のため、ＦＴＰログインができません。

-２０９ 指定されたファイルがサーバ（ホスト）に存在しません

-２１０ 既にＦＴＰにログインしており、ログインすることができません。

-２１１ ＦＴＰ受信ファイルの作成に失敗しました。

-２１２ ＦＴＰ送信ファイルの作成に失敗しました。

-３００ データ変換元ファイルの作成に失敗しました。

-３０１ データ変換先ファイルの作成に失敗しました。

-３０２ データ変換元ファイルの読込みに失敗しました。

-３０３ データ変換元ファイルのクローズに失敗しました。

-３０４ データ変換先ファイルの書込みに失敗しました。

-３０５ データ受信ファイルの作成に失敗しました。

-３０６ データ受信ファイルの書込みに失敗しました。

-３０７ データ送信ファイルのオープンに失敗しました。

-３０８ データ送信ファイルの読込みに失敗しました。

-３０９ 作業ディレクトリが存在しません。 環境設定を確認してください。

-３１０ ログディレクトリが存在しません。 環境設定を確認してください。

-４００ メモリ不足の為にデータ変換が行えません。

-６００ プログラム起動時の引数に誤りがあります。

-６０１ データファイルの指定に誤りがあるか、ファイルが存在しません。

-６０２ 指定したドライブが存在しません。

-６０３ 指定したデータセット名が長すぎます ６０バイト以内で指定してください。

-６０４ 指定したホストＩＤが登録されていません。

-６０５ ０バイトの送信ファイルを選択しました。



17

１６ 転送要求を受け付けました。

１６０ 残念なことに、受信すべきデータがありません。

１６１ 只今、使用可能な FTP用セッションがありません。

５１２ その端末 IDは他で使用されています。

受信しようとしたデータが他で使用されています。

１０７９ その端末は登録されていません。

御指定のファイル明細コードは存在しません。

御指定の宛先加入者は存在しません。

御指定の発生源加入者コードは存在しません。

２３０４ その端末は使用されていません。

４１３２ 御指定のユーザ／アカウントは登録されていません。

その端末は使用されていません。

４６３３ これ以上送受信要求の受付は出来ません。

５１２５ パスワードが誤っています。

５３７７ 利用者情報にアクセス権が設定されていません。

御指定の利用者の持つアクセス権では処理できません。

その端末が持つアクセス権では処理できません。

６１４４ ファイル IDを指定してください。

デバイスの値が誤っています。

このデータは１明細ずつ指定して受信してください。

このデータは発生源単位に一括で受信してください。

６１４４ このデータはファイル ID単位に一括で受信してください。

加入者が異なるので、この端末では転送できません。

上記以外 ファイルＩ／Ｏエラー。


	表紙
	目次
	1. アプリケーションの概要
	2. セットアップについて
	3. 諸設定
	4. Aziava の起動方法
	5. Aziava Client の操作方法
	6. Aziava の終了方法
	7. エラーコード一覧

